
第24回総会〕 被服学Ｉ（材料・整理・染色など）63

　　　B－11　やイロッス1- 'リンク≒ゆ悔し下肢升形%の司法,こｰ・T

　　　　　　敢が^霊短尺　ot関和丿　加縁ヽ支-^　　申返峠

　冒的　前151 I- おlヽT . すイ・>^スI- プぞ，･ｸﾞの祷"k祝島の湖東i ^ﾃﾞぴう第一一歩を。し

r. 荼条的抒問週rゐろ編B鴻Hの解仰ヒ吻紐作っいマ枚す-t L r=. t り蔀栗一脇日漆

まり縛柊,7，吏*hにfリ編a^･-T、一役r. ft論よr~ F 石編^ 蚤fこ'] ﾒヽべ^ヽ ・/^句^ ^ レ

　ドT・市販の- 噴吋'^ 7f'はμ簒にf=ふt ,　) ンラ'^〉フ･レファ･y シ^ン〉;z (- レフナ

<=.唄r" ゐつ？c 。ウ^,’"レ数･フペ数・緬B h. 聶目竪湊ヒ蹟S -itぽトIりヽr^れ徊

咽ダ帰られT≒分釦a. ズド１ンクヽ’薦岬曙I- ≫すふt 々どランの此求i検ぢl りま

ダ･≫1m祝嗜･c して.人仔り支辨<^･針嘲4 行り･･ヽ. I 同時のストッt ンツ）か息i-/i>^ を

軟量的卜戎封じ，恥>) :fi｡>-■よの零秀% ll葦｀了唇。

　^茲叙豺ぽ前回と同楳- 市江品の同一康弘-^ 製みで■蜘芦ガの貫･りろ* り元拷残で

ゐゐ。　T~肢節訂爾り孔めの報葎男IT、年令IP～ｄ才・ヤ^ β^ r-下眺都・冽定ゆia 1;

フりp yコー’レに調髪しμ。計測＼- IT'≪ )レテV ≪ん浮剛赳嘱ヽ苓偉用L re。俣らおぴ計劉

値の匁部張・値^ . 斧-fi fe梓重を差乖,こして卜れT-4し,和関開法そ衣めr≒　一方訂喇

植ヵい下阪IP の晨面埓1 草ま;レ　ズレフt ンフ〕■i)持と・ｸﾞ()c$史を行々ぺTr .

　蝕粟　■f:肢郡の面蹟を,T<: めみ乍めり則足通回I- -^いて17　身｛石碁準･こしre 噂登^

4 肯tl a I"｜芦りK 卒こK ⌒i涸関関係だ俘らルTt.　I ｔ 謀t＼ 姜穿r- i t<4合,-?、

面蹟みょび同肴-^i I- がいでI % ^永窄/こぶい相関･｀得られre . 徹攻湘砂もめT 便

IF 面?l ，坦らf 妁｜,＝群t る参謹，又トフtンr リfe?*剌ん■ ^ μC瓢は■ ヌI- レ‥・チ＞

ノ゜’ラ>>フ1レ’ファフン3 ンいl鷹I - .　ｚト7 ↑^ ｸ≒つ瑞張牽が- X. 万力心

B－12　アンデス地帯出土の綴織
愛良な子短期大栄　帚山幸噂

　臨物組座の劈展ｉヽら綴座組織包みたとt. 比較的初期に現函ふたliめ白'）r. 宕I,り咀

織とし7 ii置ずけb （　いずぶの地域に3;･い-?も早くう･ら拷得さふv^ねIt
1,あ，f--

姐雍的には, 平庸の変ｲﾋ組恚冲あり．簡単な蛾康具を利’用す^
だ･すi-騒康が可能1,あ

り. 多彩色･り模様を地出すzここがマ,きf-
．t- ビ綴沓組疆,ま単一の組歯填まどけTは

な（．嶋密度の卸-^的変ｲt 遭界却分の縫合，輪郭線の坤〉,など･，いくつ乃ヽの友代狙
姦が生ま小^ 乃ヽら，以Itの変ｲﾋとその擢両方法に時代的蛸徴＆とらz 3 こと斟T- さ.

地債的亡t較も可能とな^.
　マンデス兌帯にあ･け3 謁庸組嶽の覧ｌは．組康調査の姚計的昶^i（こよっ7 得£>

山2

が．Z Z て･は夭野博物館所鳶品*中心ヒ0
-?検討包試心だ，その結集.少c とも瑕臨’

は古期i--あらrf）ふた技法-x,あり．また地備･によ-,
マは4｀（出現しなヽ･iｲtｰもあり

とt r.は/全く綴嶽が優支す3 時期もみらφ　そポぞφの怖餓的文化り埓で粒として．綴
虫の採用

;.I興がみられた．主要な埓庖は．綴敵嶽にみけ.経か向の空隋の‥ヤギ

発理・あり．東洋の眼病などとのt尤較に広ヽ･ヽ7
も. 独特な政;£励理がみらぷ3ことと

.
'I/!:も泌雍･組版｛ま．毛（アンデス叱苓1-は皺毛)

さ中･じとしたn It で,あリ.木錦7-

13直当1,りか，，. - いま．めがISにぶ･け3 嶽物食危過程のなか'^-績・）縞妁が^^代的に

断絶しT V｛｝: t 乙tt較し-t ，If解マ3 Z t が7, 1 よ元


